
半導体製造装置の市場・技術動向

生産性向上への取り組み進む微細化、大口径化など

　
今
月
、
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協
会

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
、
東
京
都
千
代
田
区
、
大
林
秀

仁
会
長
、
０
３
・
３
２
６
１
・
８
２
６
１

と
、
国
際
半
導
体
製
造
装
置
材
料
協
会

で
あ
る
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
ジ
ャ
パ
ン

東
京
都
千
代
田
区
、
中
川
洋
一
代
表
、
０
３
・
３
２

２
２
・
５
７
５
５

は
２
０
１
２
年
以
降
の
製
造
装
置
の
需
要
に
関
す
る
フ
ォ
ー
キ

ャ
ス
ト
な
ど
を
発
表
し
た
。
国
内
外
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
継
続
し
た
プ
ラ
ス

成
長
を
予
測
し
て
い
る
。

次
世
代
プ
ロ
セ
ス
で
は
温

度
な
ど
の
管
理
が
一
層
、

厳
し
く
な
る

ネ
ツ
シ
ン

の
白
金
測
温
抵
抗
体
素

子

年
度
設
備
投
資
年
度
と
同
等
レ
ベ
ル
今
後
３
年
で
継
続
成
長
を
予
測

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
が
今
月
発
表
し

た
２
０
１
２
―

年
度
ま
で

の
日
本
製
半
導
体
製
造
装
置

の
需
要
予
測
に
よ
れ
ば
、

年
度
も
米
国
の
イ
ン
テ
ル
、

台
湾
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
、
韓
国
の

サ
ム
ス
ン
電
子
と
い
う
世
界

の
大
手
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー

３
社
に
よ
る
設
備
投
資
が
続

き
、

年
度
と
同
等
レ
ベ
ル

の
投
資
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

年
度
は
こ
の
３
社
の
投

資
計
画
だ
け
で
、
半
導
体
業

界
全
体
の
設
備
投
資
額
の

％
以
上
に
達
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
今
後
３
年
に
つ
い
て

は

年
度
販
売
高
を
０
・
３

％
増
の
１
兆
２
６
７
５
億

円
、

年
度
を

％
増
の
１

兆
３
９
４
２
億
円
、

年
度

を
５
・
６
％
増
の
１
兆
４
７

２
６
億
円
と
継
続
成
長
を
予

測
し
て
い
る
。

　
一
方
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
の
発
表

で
は

年

歴
年

の
販
売

額
を
前
年
比
２
・
６
％
減
の

４
２
３
億
８
０
０
０
万

３
兆
３
６
０
０
億
円

と

予
測
。
こ
の
数
字
は
前
年
か

ら
マ
イ
ナ
ス
成
長
で
は
あ
る

も
の
の
、

年
、

年
、

年
に
続
く
、
史
上
４
番
目
の

販
売
額
だ
。
ま
た
、

年
に

は
前
年
比

・
２
％
増
の
４

６
７
億
１
０
０
０
万

約

３
兆
７
１
０
０
億
円

に
成

長
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
と
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
、

ど
ち
ら
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能
携
帯
電
話

や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型
情

報
端
末

向
け
半
導
体
デ
バ

イ
ス
の
た
め
の
製
造
装
置
に

対
す
る
投
資
が
投
資
を
け
ん

引
す
る
と
分
析
し
て
い
る
。

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月３０日 月曜日 【広告特集】 （ ）

　
デ
バ
イ
ス
メ
ー
カ
ー
で
は

ウ
エ
ハ
ー
の
大
口
径
化
や
よ

り
一
層
の
回
路
線
幅
の
微
細

化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
産
の
高
効
率
化
や
省
エ
ネ

化
を
進
め
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
次
世
代
の

半
導
体
製
造
技
術
に
お
い
て

は
温
度
を
は
じ
め
と
す
る
レ

シ
ピ
の
各
種
数
値
誤
差
を
今

ま
で
以
上
に
な
く
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
高
精
度
の
計

測
技
術
が
カ
ギ
を
握
る
。

　
回
路
線
幅
の
微
細
化
で
は

フ
ッ
化
ア
ル
ゴ
ン

Ａ
ｒ

Ｆ

を
光
源
に
、
露
光
装
置

の
レ
ン
ズ
と
半
導
体
ウ
エ
ハ

ー
の
間
に
純
水
を
挟
ん
で
微

細
化
精
度
を
高
め
る
液
浸
ス

テ
ッ
パ
ー
で
露
光
す
る
、

世
代
プ
ロ
セ
ス
の
デ
バ

イ
ス
開
発
・
生
産
に
移
行
し

て
い
る
。
し
か
し
、
現
行
の

プ
ロ
セ
ス
で
は
微
細
化
が
既

に
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
さ

ら
な
る
微
細
化
を
目
指
し
、

光
源
に
極
紫
外
線

Ｅ
Ｕ

Ｖ

を
利
用
す
る
ス
テ
ッ
パ

ー
の
開
発
が
進
む
。

　
ウ
エ
ハ
ー
の
さ
ら
な
る
大

口
径
化
に
対
応
し
た
製
造
装

置
の
開
発
も
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
、
主
流
の
３
０
０

ウ
エ
ハ
ー
と
、
次
世
代

の
４
５
０

ウ
エ
ハ
ー
を

サ
イ
ズ
比
較
す
る
と
面
積
が

約
５
割
大
き
く
な
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
１
枚
の
ウ
エ
ハ

ー
か
ら
よ
り
多
く
の
チ
ッ
プ

が
取
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

　
Ｅ
Ｕ
Ｖ
ス
テ
ッ
パ
ー
の
実

用
化
は
露
光
の
た
め
の
光
源

が
変
わ
り
、
装
置
構
造
も
異

な
っ
て
く
る
た
め
、
時
間
が

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
大
口
径
化
に
つ
い
て

は
既
に
装
置
・
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
か
ら
４
５
０

ウ
エ
ハ
ー
対
応
の
搬
送

装
置
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、
メ
ー
カ
ー
各
社
の
移
行

に
向
け
た
準
備
は
着
々
と
進

ん
で
い
る
。
４
５
０

ウ

エ
ハ
ー
に
よ
る
生
産
の
方
が

早
く
実
用
化
に
こ
ぎ
つ
け
る

だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ブ
の
省
エ
ネ

化
で
は
空
調
設
備
・
シ
ス
テ

ム
の
性
能
向
上
が
カ
ギ
を
握

る
。
最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
内
全
体
の
温

湿
度
制
御
す
る
方
法
か
ら
、

熱
負
荷
の
高
い
エ
リ
ア
の
み

を
個
別
に
制
御
す
る
シ
ス
テ

ム
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
空

調
シ
ス
テ
ム
の
冷
水
・
温
水

の
消
費
量
削
減
が
可
能
に
な

る
。

　
こ
う
し
た
中
、
米
イ
ン
テ

ル
が
オ
ラ
ン
ダ
の
装
置
メ
ー

カ
ー
に
出
資
を
し
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
。
両
社
は
Ｅ
Ｕ

Ｖ
ス
テ
ッ
パ
ー
の
開
発
、
４

５
０

ウ
エ
ハ
ー
の
装
置

開
発
も
進
め
る
。
デ
バ
イ
ス

メ
ー
カ
ー
、
装
置
メ
ー
カ

ー
、
設
備
・
施
設
メ
ー
カ
ー

は
三
位
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
進
め
る
。
次
世
代
生

産
設
備
の
構
築
に
向
け
て
の

動
き
が
一
気
に
加
速
す
る
。


